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湯川社長

青果物輸送

容
器
包
装
で
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減

Ｌ
Ｃ
Ａ
的
に
定
量
評
価

プ
ラ
循
環

利
用
協
会

Ｃ
Ｏ
２

資
源
化
研
究
所
は

１５
年
８
月
に
設
立
。
湯
川
社

長
の
出
身
で
あ
る
東
京
大
学

大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究

科
応
用
生
命
工
学
専
攻
応
用

微
生
物
学
研
究
室
と
共
同

で
、
研
究
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

技
術
の
核
と
な
る
「
水
素

菌
」
は
、
１
９
７
０
年
代
後

半
に
東
大
農
学
部
農
芸
化
学

科
の
兒
玉
徹
准
教
授
（
当
時
、

現
同
社
最
高
顧
問
）
ら
が
静

岡
県
伊
豆
半
島
の
温
泉
で
発

見
し
た
。
今
回
、
菌
体
に
水

素
と
Ｃ
Ｏ
２

を
供
給
す
る
と

無
限
に
菌
体
を
増
や
す
能
力

を
活
用
し
培
養
シ
ス
テ
ム
を

開
発
。
約
１
時
間
で
の
分
裂

・
倍
増
は
、
現
在
の
発
酵
工

業
で
使
わ
れ
て
い
る
糖
質
や

で
ん
ぷ
ん
を
原
料
と
す
る
微

生
物
と
ほ
ぼ
同
じ
速
度
と
い

う
。
発
電
所
な
ど
大
規
模
排

出
源
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

活
用
を

想
定
し
て
お
り
、
環
境
負
荷

低
減
に
も
一
役
買
う
。

培
養
し
た
菌
体
は
、
回
収

・
乾
燥
す
る
と
、
そ
の
ま
ま

バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ズ
と
し
て
利

用
で
き
る
。
１
�
�
の
生
産

に
は
、
菌
体
数
�
、
水
素
３

立

方
�
、
Ｃ
Ｏ
２

約
１
・
５

�
�
が
必
要
と
な
る
。
菌
体

の
約
８５
％
が
た
ん
ぱ
く
質
の

た
め
、
た
ん
ぱ
く
供
給
源
と

し
て
良
質
な
飼
料
が
期
待
さ

れ
る
。

他
方
、
遺
伝
子
を
組
み
換

え
る
こ
と
で
飼
料
添
加
用
ア

ミ
ノ
酸
・
ビ
タ
ミ
ン
類
や
、

有
機
酸
・
ア
ル
コ
ー
ル
・
ア

ミ
ノ
酸
類
・
フ
ェ
ノ
ー
ル
と

い
っ
た
ポ
リ
マ
ー
原
料
な
ど

の
化
学
品
と
し
て
も
活
用
可

能
。
１８
年
を
め
ど
に
「
３
〜

４
種
類
の
化
学
品
を
展
開
し

た
い
」（
湯
川
社
長
）と
す
る
。

培
養
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
は

開
発
ず
み
だ
が
、
実
用
化
に

向
け
て
シ
ス
テ
ム
の
規
模
拡

大
を
検
討
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
機
能
を
有
す
る
企
業
と

の
連
携
を
模
索
す
る
。
同
時

に
、
遺
伝
子
を
組
み
換
え
た

菌
体
の
質
を
「
左
右
す
る
の

は
触
媒
」（
同
）
で
、
そ
の
研

究
も
進
め
る
。
実
証
生
産
後

は
内
外
企
業
と
の
技
術
提
携

に
よ
る
生
産
委
託
な
ど
を
視

野
に
、
同
社
と
し
て
は
「
基

礎
研
究
に
特
化
し
、
新
た
な

研
究
テ
ー
マ
に
挑
み
続
け
て

い
き
た
い
」（
同
）
考
え
。

バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
Ｃ
Ｏ
２

資
源

化
研
究
所
（
東
京
都
港
区
、
湯
川
英
明

社
長
）
は
、
水
素
と
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２

）
か
ら
菌
体
を
培
養
し
、資
源
化
す

る
技
術
を
開
発
し
た
。
バ
イ
オ
フ
ィ
ー

ズ
（
飼
料
用
た
ん
ぱ
く
素
材
）
や
化
学

品
な
ど
の
生
産
を
見
込
ん
で
お
り
、
２

０
１
８
年
の
技
術
実
証
、
２０
年
の
実
証

生
産
を
目
指
す
。Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２

回
収

・
貯
留
）
か
ら
Ｃ
Ｃ
Ｕ
（
Ｃ
Ｏ
２

回
収
・

利
用
）
へ
の
転
換
を
視
野
に
、Ｃ
Ｏ
２

の

有
効
活
用
を
通
じ
て
低
炭
素
社
会
の
実

現
に
寄
与
し
て
い
く
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
循
環
利
用

協
会
は
こ
の
ほ
ど
、
容
器
包

装
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
利
用
に

よ
る
環
境
負
荷
削
減
貢
献
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
報
告
し

た
。
生
鮮
食
品
を
含
ん
だ
状

態
で
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

包
装
ト
ー
タ
ル
で
の
食
品
輸

送
時
の
損
傷
軽
減
効
果
を
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン

ト
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
的
に
定
量
表

現
し
た
初
め
て
の
研
究
で
、

衝
撃
か
ら
の
損
傷
軽
減
効
果

の
ほ
か
、
損
傷
軽
減
に
と
も

な
う
再
生
産
量
減
少
に
よ
る

Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温
室
効
果
ガ
ス
）

排
出
抑
制
効
果
な
ど
を
示
し

た
。千

葉
大
学
の
椎
名
武
夫
教

授
を
委
員
長
に
、
農
業
・
食

品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構

の
林
清
忠
上
席
研
究
員
や
中

村
宣
貴
主
任
研
究
員
ら
流
通

工
学
や
食
品
工
学
、
Ｌ
Ｃ
Ａ

に
精
通
し
た
委
員
ら
が
評
価

－青果物、損傷率・削減率％＝▲は減）
環境負荷

削減率
―
▲４２
▲３７
―

▲７
▲７

エネ消費量
１８．５
１０．８
１１．７
３０．４
２８．２
２８．４

削減率
―
▲４５
▲４２
―
▲１２
▲８

出量
．３４
．７３
．７８
１．７
１．５
．５５

水水
素素
とと
ＣＣ
ＯＯ
２２
でで
菌菌
体体
培培
養養

ＣＯ２資源化研究所

バイオフィーズや
化学品生産に活用

技
術
の
核
と
な
る
水
素
菌

の
顕
微
鏡
写
真
（
東
大
応

用
微
生
物
学
研
究
室
・
石

井
正
治
教
授
提
供
）
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